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研究実績 

の概要 

本研究では、今日の学校における体験活動重視の動向を踏まえつつ、ソローの超越主義

思想のもつ自然主義と経験主義的要素の中に探り、もって今日の日本の学校教育にかかわ

る実践理論構築のヒントを得ることを目的とした。 

本研究は、ヘンリー・D・ソローの『ウォールデン―森の生活』等の著作群の中に示され

る言説を研究材料とすることはもちろんのこと、ソローの自然主義・経験主義思想の全

貌をスケッチするために、彼の著作のみならず、彼の属した19世紀ニューイングランド

超越主義の中に彼の思想の位置づけを行うことで、彼の思想のもつプラグマティックな

側面を描出し、さらに今日の学校教育における体験活動の重視との関連で、ソローの自

然主義・経験主義思想を教育実践理論として読み替えることを目的としていた。研究計

画としては、次の手順で考察を進めることとした。 

１．ソローの自然主義思想に関する考察 

２．ソローの経験主義思想に関する考察 

３．ソロー自然主義・経験主義思想の教育的意義に関する考察 

 上記の３つの研究を順次進め、ソローの自然主義・経験主義思想を、19世紀アメリカ思

想史の中に位置づけ、その評価を行い、そのうえで、今日の学校現場で重視される体験活

動との関連で彼の思想のもつ今日的な教育的意義について探る予定であったが、研究着手

の段階で、体験活動のうち「エディブル・スクールヤード」（エディブル教育）との関連

でソロー超越主義思想を捉え直す必要性を感じ、当初の研究計画を見直すこととした。 

 そのため当研究課題自体は未着手で研究助成費も未使用のままとして報告させてい

ただきます。 
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